
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

春春
のの
支支
部部
山山
行行  

母母
谷谷
山山
へへ  

  

鎌鎌  

田田  

倫倫  

夫夫  

  
  

                                  

 
 

令
和
六
年
度
春
の
支
部
山
行
は
八
峰

町
の
母
谷
山
（
二
七
五
・
九
メ
ー
ト
ル
）

と
し
た
。 

六
月
一
日
、
天
候
の
心
配
が
多
少
あ

っ
た
が
、
運
に
任
せ
て
秋
田
市
の
集
合

場
所
を
出
発
。 

能
代
山
本
広
域
農
道
を
走
り
登
山
口

の
あ
る
八
峰
町
に
着
く
。
林
道
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
前
回
登
っ
た
際
に
は
被

さ
っ
た
草
木
に
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
、

広
域
道
脇
の
「
日
上
神
社
」
鳥
居
脇
に

車
を
駐
車
し
て
歩
き
始
め
た
。 

途
中
、
大
き
く
成
長
し
た
タ
ラ
ノ
メ

や
ワ
ラ
ビ
を
見
な
が
ら
収
穫
す
る
人
が

お
ら
な
い
の
か
気
に
な
る
。 

林
道
の
終
点
に
は
鳥
居
と
母
谷
山
の

標
柱
が
あ

り
こ
れ
よ

り
急
登
が

始
ま
る
。

以
前
、
登

っ
た
と
き

と
比
べ
刈

払
い
さ
れ

て
い
な
い

様
で
と
て

も
荒
れ
た

登
山
道
で

あ
っ
た
。 

補
助
ロ

ー
プ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
場
所
を
過
ぎ

る
と
間
も
な
く
山
頂
で
あ
る
。
山
頂
一

帯
の
広
場
は
シ
ダ
類
が
生
い
茂
り
、
山

頂
神
社
の
扉
は
外
さ
れ
て
あ
っ
た
。
多

少
収
穫
時
が
過
ぎ
た
ワ
ラ
ビ
を
採
取
し

な
が
ら
下
山
し
た
。 

車
を
と
め
た
日
上
神
社
は
参
加
者
全

員
一
度
も
訪
れ
た
こ
と
が
無
く
全
員
で

参
拝
し
て
帰
路
に
つ
く
。 

参参
加加
者者 

柳
田
勇
悦 

佐
藤 

博 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

鎌
田
倫
夫 

会
員
外 

二
名 

         
 

こ
れ
ま
で
の
山
行
と
は
趣
を
変
え
、

里
山
や
草
花
を
見
な
が
ら
の
ゆ
っ
く
り

の
山
歩
き
、
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
。 

計
画
は
男
鹿
の
寒
風
山
（
三
五
四
メ

ー
ト
ル
）
と
し
、
火
口
を
一
周
す
る
「
外

回
り
コ
ー
ス
」
と
し
た
。 

六
月
二
十
二
日
、
出
発
地
点
の
妻
恋

峠
に
集
合
。
参
加
者
十
三
名
、
鎌
田
副

支
部
長
の
挨
拶
後
出
発
し
た
。 

「
姫
ケ
岳
」
の
登
山
道
は
急
斜
面
の

直
登
で
喘
ぎ
な
が
ら
の
登
り
。
頂
上
で

小
休
憩
を
と
っ
た
後
、
尾
根
筋
を
少
し

下
り
「
蛇
越
長
根
分
岐
」
を
通
過
す
る
。

草
木
が
茂
る
道
や
岩
の
露
出
し
た
道
を

過
ぎ
る
と
、
急
な
下
り
坂
に
な
る
。
見

通
し
も
利
か
な
い
程
の
藪
に
手
間
取
っ

た
が
、
下
り
終
え
た
地
点
が
「
蛇
越
長

根
北
登
山
口
」
で
あ
る
。。
ま
も
な
く
「
鬼

の
隠
れ
里
」
に
到
着
、
こ
こ
で
昼
食
休

憩
と
し
た
。 

昼
食
後
、
次
の
地
点
に
向
け
出
発
す

る
。
や
や
急
な
上
り
坂
と
、
広
々
し
た

草
原
の
道
を
通
り
、「
板
場
の
台
」
に
到

着
す
る
。
寒
風
山
全
容
を
望
む
展
望
台

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
緩
斜
面
を
下
る
と

県
道
に
出
て
、
そ
の
先
に
寒
風
山
へ
の

登
山
口
が
あ
る
。
寒
風
山
頂
上
へ
の
道

は
、
中
腹
か
ら
急
登
に
な
り
、
頂
上
の

展
望
台
が
見
え
て
も
な
お
続
く
登
り
は

初初
のの
ゆゆ
っっ
くく
りり
山山
行行  

寒寒
風風
山山
をを
楽楽
しし
むむ  
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

本
日
一
番
の
難
所
だ
っ
た
の
で
は
。
や

っ
と
の
思
い
で
頂
上
に
着
く
。
全
員
無

事
の
登
頂
と
な
っ
た
。（
天
気
は
曇
り

時
々
晴
れ
） 

参
加
者 
柳
田
勇
悦 

今
野
昌
雄 

 
鎌
田
倫
夫 

佐
藤 

博 
柴
田 

勧 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

三
浦
昭
男 

会
員
外 

四
名 

      

第
三
十
七
回
東
北
・
北
海
道
地
区
集

会
が
七
月
十
二
、
十
三
日
、
福
島
支
部

主
管
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
支
部
か
ら
は

今
野
顧
問
、
鎌
田
副
支
部
長
、
小
松
が

出
席
し
た
。 

開
催
地
は
裏
磐
梯
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、

近
く
に
は
小
野
川
湖
、
五
色
沼
、
磐
梯

山
な
ど
の
景
勝
地
が
位
置
し
大
勢
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
た
。 

 

式
典
に
先
立
つ
支
部
長
会
議
に
は
鎌

田
副
支
部
長
が
出
席
、
二
年
後
の
秋
田

開
催
を
促
さ
れ
、
快
諾
し
た
。 

式
典
は
、
佐
久
間
事
務
局
長
の
司
会

で
進
行
。
渡
部
支
部
長
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
支
部
員
で
奥
会
津
郷
土
写
真
家
・

星
賢
孝
氏
が
、「
世
界
を
魅
了
す
る
奥
会

津
・
只
見
線
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。

豪
雨
災
害
か
ら
復
興
を
果
た
し
、
地
域

活
力
の
原
動
力
と
な
っ
た
自
ら
の
経
験

を
熱
く
語
っ
た
。 

 

懇
親
会
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
。
秋
田

支
部
は
、
今
野
顧
問
宅
付
近
の
造
り
酒

屋
「
刈
穂
」
の
清
酒
・
六
舟
を
持
参
し

Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
支
部
あ
い
さ
つ
で
は
鎌

田
副
支
部
長
が
、
参
加
者
の
紹
介
、
支

部
の
現
状
や
抱
負
を
語
っ
た
。 

ま
た
十
支
部
の
参
加
者
が
壇
上
に
上

が
り
、
支
部
の
特
色
な
ど
を
報
告
し
た
。 

二
日
目
は
支
部
か
ら
の
参
加
者
全
員

が
登
山
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
、
八
方
台
登

山
口
か
ら
猫
魔
ケ
岳
と
猫
石
コ
ー
ス
を

堪
能
し
、
特
に
頂
上
か
ら
の
磐
梯
山
、

猪
苗
代
湖
な
ど
の
絶
景
に
感
動
し
た
。 

 
同
コ
ー
ス
は
整
備
が
行
き
届
い
て
歩

き
や
す
く
、
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
や
爽

や
か
な
風
に
は
疲
労
回
復
の
効
果
が
あ

っ
た
。 

 

他
支
部
か
ら
の
参
加
者
が
ス
マ
ホ
を

落

と

す

ア

ク

シ

デ

ン

ト

が

あ

っ

た
が
、
福

島

支

部

の

無

線

を

活

用

し

た

連

絡

網

の

強

化

に

よ

り

事

な
き
を
得
る
な
ど
、
細
や
か
な
山
行
運

営
が
際
立
っ
た
。 

デデ
ーー
タタ 

会
場
ま
で
の
距
離
三
三
六

キ
ロ
。
式
典
参
加
者
七
十
六
名
。
猫
魔

ケ
岳
一
四
〇
三
メ
ー
ト
ル
、
猫
石
一
三

三
六
メ
ー
ト
ル
、
行
動
時
間
三
時
間
四

十
一
分
、
距
離
五
キ
ロ
、
累
積
上
り
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル 

 

   
 
 
 
 
 
 

高高  

橋橋  

雄雄  

悦悦 

県
主
催
の
「
２
０
２
４
あ
き
た
水
と

緑
の
森
林
祭
」
が
七
月
六
日
、
由
利
本

荘
市
の
鳥
海
高
原
由
利
原
青
少
年
旅
行

村
で
開
か
れ
、
来
場
者
に
秋
田
支
部
の

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
本
会
が
森
林

祭
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
。 

会
場
に
設
置
さ
れ
た
事
業
者
出
展
用

の
テ
ン
ト
の
一
角
に
陣
取
り
、
現
在
会

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
全
国
山
岳

古
道
調
査
事
業
」
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
入
会
案
内
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
た
。
併
せ
て
、
秋
田
支
部
の
会
報
や

設
立
六
十
周
年
記
念
誌
、
キ
ナ
バ
ル
登

山
報
告
書
な
ど
を
展
示
し
、
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
秋
田
支
部
の
認
知
度
を
高
め

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た
。 

 

山
岳
会
ら
し
い
雰
囲
気
を
演
出
し
よ

う
と
、
鎌
田
副
支
部
長
が
持
参
し
た
ピ

ッ
ケ
ル
、
ユ
マ
ー
ル
（
登
高
器
）、
ザ
イ

ル
、
エ
イ
ト
環
、
そ
れ
に
年
代
物
の
ア

イ
ゼ
ン
な
ど
の
用
具
を
テ
ン
ト
の
一
角

に
展
示
し
た
。
通
路
沿
い
に
は
佐
々
木
、

鈴
木
両
顧
問
か
ら
拝
借
し
た
法
被
や
登

山
関
連
書
籍
を
並
べ
た
。 

 

バ
ー
ナ
ー
で
沸
か
し
た
お
湯
で
い
れ

た
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が

人
気
。
か

ぐ
わ
し
い

香
り
に
誘

わ
れ
た
通

行
人
が
テ

ン

ト

を

次
々
と
訪

れ
て
は
、

山
の
話
題

で
会
話
が

弾
ん
だ
。

新
た
な
Ｐ

Ｒ
の
場
を
提
供
い
た
だ
い
た
歩
仁
内
会

員
の
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。 

参参
加加
者者  

鎌
田
倫
夫 

三
浦
昭
男 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
本本
部部
会会
議議  

小小  

松松  
  

芳芳  

美美  

六
月
三
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

本
会
か
ら
の
報
告
は
次
の
通
り
。 

・
総
会
を
目
処
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
考
え
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
相
談
し
て
掲
載
方
法
な
ど
を
検

討
す
る
。
現
在
は
六
十
ぐ
ら
い
の
報
告

が
あ
る
が
、
多
く
が
未
完
成
。
個
別
に

お
願
い
し
た
い
事
項
が
あ
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
後
の
質
問
は
、
担
当
支

部
に
回
答
を
お
願
い
す
る
。 

・
五
月
十
五
日
開
催
の
熊
野
古
道
の
調 

査
・
集
会
は
全
国
か
ら
会
員
外
も
含
め

約
百
四
十
人
が
参
加
し
た
。 

水水
とと
緑緑
のの
森森
林林
祭祭
にに
初初
出出
展展  

福福
島島
でで
東東
北北
・・
北北
海海
道道
地地
区区
集集
会会  

第
３
９
回
は
秋
田
開
催 

 
 
 
 

小小  

松松  

芳芳  

美美 
 

 

 

 

秋秋
田田
魁魁
新新
報報  

題題
字字
下下
広広
告告  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

八八
月月
十十
一一
日日
付付
一一
面面
掲掲
載載  

   

野野
田田
登登
山山
口口
をを
刈刈
りり
払払
いい  

  
  
  
  
  
  
  

歩歩
仁仁
内内  

昌昌
樹樹  

 

六
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
に
か
け

て
、
太
平
山
の
野
田
コ
ー
ス
に
て
刈
払

作
業
が
行
わ
れ
た
。 

昨
年
の
縦
走
コ
ー
ス
（
中
岳
～
奥
岳
）

に
続
く
も
の
で
、
河
辺
山
歩
会
の
二
木

氏
と
石
塚
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
中

央
地
区
山
岳
協
議
会
所
属
の
各
山
岳
会

会
員
が
協
力
。
当
会
か
ら
は
鎌
田
副
支

部
長
、
小
松
事
務
局
長
、
歩
仁
内
が
そ

れ
ぞ
れ
一
日
参
加
し
た
。 

ご
存
知
の
通
り
太
平
山
旭
又
コ
ー
ス

は
昨
年
七
月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
り

林
道
及
び
登
山
道
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
お
り
、
復
旧
に
は
二
年
を
要
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

初
心
者
で
も
気
軽
に
登
る
こ
と
が
で

き
る
旭
又
コ
ー
ス
の
早
期
復
旧
が
望
ま

れ
る
が
、
野
田
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
、

登
山
者
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

と
り
わ
け
野
田
コ
ー
ス
は
三
吉
神
社

奥
宮
へ
の
表
参
道
で
あ
る
。
七
月
二
十

七
日
に
は
御
神
体
の
遷
御
が
行
わ
れ
て

い
る
。「
信
仰
の
山
」
を
体
験
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
コ
ー
ス
を
登
る
べ
き
で

あ
る
。
と
、
偉
そ
う
な
こ
と
を
書
い
て

し
ま
っ
た
が
、
私
が
野

田
コ
ー
ス
を
登
っ
た

の
は
十
一
年
ぶ
り
だ

っ
た
。
裏
道
ば
か
り
を

歩
い
て
い
た
…
。 

久
し
ぶ
り
に
「
不
動

滝
」
を
見
た
が
、
訪
れ

る
人
は
少
な
く
な
っ

て
も
滝
の
流
れ
は
以

前
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
の
だ
ろ
う
な
あ

と
感
じ
入
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

後
日
、
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
々

木
民
秀
顧
問
の
出
席
も
あ
り
、
他
の
山

岳
会
会
員
と
も
様
々
な
情
報
交
換
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

本本
年年
度度
第第
一一
回回
支支
部部
連連
絡絡
会会
議議  

 
 
 
 
 
 
 

小小  

松松  

芳芳  

美美  

五
月
三
十
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
、
本
部
か
ら
橋
本
会
長
以
下
役
員
、

各
支
部
か
ら
支
部
長
、
事
務
局
長
ら
が

参
加
し
た
。
協
議
結
果
は
次
の
通
り
。 

▽
入
会
申
し
込
み
が
ネ
ッ
ト
等
で
も

可
能
に
（
七
月
か
ら
）
＝
各
支
部
で
は

入
会
者
と
連
絡
を
と
り
紹
介
者
の
氏

名
・
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
教
示
。
入
会
希

望
者
は
ネ
ッ
ト
な
ど
に
入
力
し
申
し
込

む
。
支
部
の
紹
介
者
に
ネ
ッ
ト
で
入
会

申
し
込
み
結
果
の
連
絡
が
入
る
。
紹
介

者
の
印
鑑
は
不
要
と
な
る
（
従
来
の
紙

で
の
申
し
込
み
も
併
用
）。 

▽
会
報
「
山
」
電
子
版
の
推
進
＝
経

費
削
減
等
か
ら
電
子
版
の
利
用
を
推
進

す
る
方
針
で
あ
り
、
支
部
員
へ
周
知
す

る
と
と
も
に
、
希
望
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
紙
も
併
用
予
定
で
あ
る
。

紙
の
希
望
者
か
ら
は
郵
送
代
を
い
た
だ

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。 

▽
山
岳
環
境
基
本
法
の
成
立
に
向
け

て
＝
環
境
省
、
林
野
庁
、
国
交
省
な
ど

が
関
連
し
、
議
員
立
法
で
成
立
を
目
指

す
。
山
岳
環
境
の
課
題
と
解
決
方
法
等

の
勉
強
会
を
開
催
中
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
役
割

も
大
き
く
、
支
部
の
皆
様
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

▽
全
国
支
部
懇
談
会
の
開
催
に
向
け

て
＝
関
東
圏
で
の
開
催
が
多
く
、
今
後

は
東
北
・
北
陸
・
中
国
・
九
州
の
支
部

で
の
開
催
を
目
指
し
た
い
の
で
開
催
に

手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

▽
支
部
連
絡
会
開
催
時
期
＝
三
カ
月

に
一
回
の
開
催
を
目
指
す
。 

 

▽
支
部
行
事
へ
の
本
会
理
事
等
の
派

遣
要
請
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
式
が
あ

る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

      
 
 
 
 
 
 
 

  

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
（
佐
々
木
民

秀
会
長
）
は
六
月
八
日
、
三
吉
神
社
斎

館
で
総
会
を
開
き
、
令
和
五
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、

令
和
六
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予

算
案
な
ど
を
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
た
。 

議
案
で
は
、
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

へ
の
負
担
金
が
年
額
一
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
諸
般
の
事
情
に

よ
り
同
協
会
か
ら
脱
会
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。 

役
員
改
選
で
は
会
長
に
佐
々
木
民
秀
、

理
事
長
に
工
藤
伸
二
、
会
計
に
石
塚
稔
、

監
事
に
橋
本
隆
之
（
理
事
は
各
団
体
か

ら
十
三
人
）
の
各
氏
が
選
出
さ
れ
た
。 

出出
席席
者者 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

太
平
山
警
備
員
会
か
ら

佐
々
木
民
秀 

佐
藤
博 

中中
央央
地地
区区
山山
岳岳
協協
議議
会会
総総
会会  

  
  
  
  
  
  

小小  

松松  

芳芳  

美美  



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

本
日
一
番
の
難
所
だ
っ
た
の
で
は
。
や

っ
と
の
思
い
で
頂
上
に
着
く
。
全
員
無

事
の
登
頂
と
な
っ
た
。（
天
気
は
曇
り

時
々
晴
れ
） 

参
加
者 

柳
田
勇
悦 

今
野
昌
雄 

 

鎌
田
倫
夫 

佐
藤 

博 

柴
田 

勧 

佐
藤
英
實 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

三
浦
昭
男 

会
員
外 

四
名 

      

第
三
十
七
回
東
北
・
北
海
道
地
区
集

会
が
七
月
十
二
、
十
三
日
、
福
島
支
部

主
管
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
支
部
か
ら
は

今
野
顧
問
、
鎌
田
副
支
部
長
、
小
松
が

出
席
し
た
。 

開
催
地
は
裏
磐
梯
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
、

近
く
に
は
小
野
川
湖
、
五
色
沼
、
磐
梯

山
な
ど
の
景
勝
地
が
位
置
し
大
勢
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
た
。 

 

式
典
に
先
立
つ
支
部
長
会
議
に
は
鎌

田
副
支
部
長
が
出
席
、
二
年
後
の
秋
田

開
催
を
促
さ
れ
、
快
諾
し
た
。 

式
典
は
、
佐
久
間
事
務
局
長
の
司
会

で
進
行
。
渡
部
支
部
長
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
支
部
員
で
奥
会
津
郷
土
写
真
家
・

星
賢
孝
氏
が
、「
世
界
を
魅
了
す
る
奥
会

津
・
只
見
線
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。

豪
雨
災
害
か
ら
復
興
を
果
た
し
、
地
域

活
力
の
原
動
力
と
な
っ
た
自
ら
の
経
験

を
熱
く
語
っ
た
。 

 

懇
親
会
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
。
秋
田

支
部
は
、
今
野
顧
問
宅
付
近
の
造
り
酒

屋
「
刈
穂
」
の
清
酒
・
六
舟
を
持
参
し

Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
支
部
あ
い
さ
つ
で
は
鎌

田
副
支
部
長
が
、
参
加
者
の
紹
介
、
支

部
の
現
状
や
抱
負
を
語
っ
た
。 

ま
た
十
支
部
の
参
加
者
が
壇
上
に
上

が
り
、
支
部
の
特
色
な
ど
を
報
告
し
た
。 

二
日
目
は
支
部
か
ら
の
参
加
者
全
員

が
登
山
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
、
八
方
台
登

山
口
か
ら
猫
魔
ケ
岳
と
猫
石
コ
ー
ス
を

堪
能
し
、
特
に
頂
上
か
ら
の
磐
梯
山
、

猪
苗
代
湖
な
ど
の
絶
景
に
感
動
し
た
。 

 

同
コ
ー
ス
は
整
備
が
行
き
届
い
て
歩

き
や
す
く
、
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
や
爽

や
か
な
風
に
は
疲
労
回
復
の
効
果
が
あ

っ
た
。 

 

他
支
部
か
ら
の
参
加
者
が
ス
マ
ホ
を

落

と

す

ア

ク

シ

デ

ン

ト

が

あ

っ

た
が
、
福

島

支

部

の

無

線

を

活

用

し

た

連

絡

網

の

強

化

に

よ

り

事

な
き
を
得
る
な
ど
、
細
や
か
な
山
行
運

営
が
際
立
っ
た
。 

デデ
ーー
タタ 

会
場
ま
で
の
距
離
三
三
六

キ
ロ
。
式
典
参
加
者
七
十
六
名
。
猫
魔

ケ
岳
一
四
〇
三
メ
ー
ト
ル
、
猫
石
一
三

三
六
メ
ー
ト
ル
、
行
動
時
間
三
時
間
四

十
一
分
、
距
離
五
キ
ロ
、
累
積
上
り
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル 

 

   
 
 
 
 
 
 

高高  

橋橋  

雄雄  

悦悦 

県
主
催
の
「
２
０
２
４
あ
き
た
水
と

緑
の
森
林
祭
」
が
七
月
六
日
、
由
利
本

荘
市
の
鳥
海
高
原
由
利
原
青
少
年
旅
行

村
で
開
か
れ
、
来
場
者
に
秋
田
支
部
の

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
本
会
が
森
林

祭
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
。 

会
場
に
設
置
さ
れ
た
事
業
者
出
展
用

の
テ
ン
ト
の
一
角
に
陣
取
り
、
現
在
会

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
全
国
山
岳

古
道
調
査
事
業
」
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
入
会
案
内
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
た
。
併
せ
て
、
秋
田
支
部
の
会
報
や

設
立
六
十
周
年
記
念
誌
、
キ
ナ
バ
ル
登

山
報
告
書
な
ど
を
展
示
し
、
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
秋
田
支
部
の
認
知
度
を
高
め

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た
。 

 

山
岳
会
ら
し
い
雰
囲
気
を
演
出
し
よ

う
と
、
鎌
田
副
支
部
長
が
持
参
し
た
ピ

ッ
ケ
ル
、
ユ
マ
ー
ル
（
登
高
器
）、
ザ
イ

ル
、
エ
イ
ト
環
、
そ
れ
に
年
代
物
の
ア

イ
ゼ
ン
な
ど
の
用
具
を
テ
ン
ト
の
一
角

に
展
示
し
た
。
通
路
沿
い
に
は
佐
々
木
、

鈴
木
両
顧
問
か
ら
拝
借
し
た
法
被
や
登

山
関
連
書
籍
を
並
べ
た
。 

 

バ
ー
ナ
ー
で
沸
か
し
た
お
湯
で
い
れ

た
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が

人
気
。
か

ぐ
わ
し
い

香
り
に
誘

わ
れ
た
通

行
人
が
テ

ン

ト

を

次
々
と
訪

れ
て
は
、

山
の
話
題

で
会
話
が

弾
ん
だ
。

新
た
な
Ｐ

Ｒ
の
場
を
提
供
い
た
だ
い
た
歩
仁
内
会

員
の
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。 

参参
加加
者者  

鎌
田
倫
夫 

三
浦
昭
男 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
本本
部部
会会
議議  

小小  

松松  
  

芳芳  

美美  

六
月
三
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

本
会
か
ら
の
報
告
は
次
の
通
り
。 

・
総
会
を
目
処
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
考
え
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
相
談
し
て
掲
載
方
法
な
ど
を
検

討
す
る
。
現
在
は
六
十
ぐ
ら
い
の
報
告

が
あ
る
が
、
多
く
が
未
完
成
。
個
別
に

お
願
い
し
た
い
事
項
が
あ
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
後
の
質
問
は
、
担
当
支

部
に
回
答
を
お
願
い
す
る
。 

・
五
月
十
五
日
開
催
の
熊
野
古
道
の
調 

査
・
集
会
は
全
国
か
ら
会
員
外
も
含
め

約
百
四
十
人
が
参
加
し
た
。 

水水
とと
緑緑
のの
森森
林林
祭祭
にに
初初
出出
展展  

福福
島島
でで
東東
北北
・・
北北
海海
道道
地地
区区
集集
会会  

第
３
９
回
は
秋
田
開
催 

 
 
 
 

小小  

松松  

芳芳  

美美 
 

 

 

 

秋秋
田田
魁魁
新新
報報  

題題
字字
下下
広広
告告  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

八八
月月
十十
一一
日日
付付
一一
面面
掲掲
載載  

   

野野
田田
登登
山山
口口
をを
刈刈
りり
払払
いい  

  
  
  
  
  
  
  

歩歩
仁仁
内内  

昌昌
樹樹  

 
六
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
に
か
け

て
、
太
平
山
の
野
田
コ
ー
ス
に
て
刈
払

作
業
が
行
わ
れ
た
。 

昨
年
の
縦
走
コ
ー
ス
（
中
岳
～
奥
岳
）

に
続
く
も
の
で
、
河
辺
山
歩
会
の
二
木

氏
と
石
塚
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
中

央
地
区
山
岳
協
議
会
所
属
の
各
山
岳
会

会
員
が
協
力
。
当
会
か
ら
は
鎌
田
副
支

部
長
、
小
松
事
務
局
長
、
歩
仁
内
が
そ

れ
ぞ
れ
一
日
参
加
し
た
。 

ご
存
知
の
通
り
太
平
山
旭
又
コ
ー
ス

は
昨
年
七
月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
り

林
道
及
び
登
山
道
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
て
お
り
、
復
旧
に
は
二
年
を
要
す

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

初
心
者
で
も
気
軽
に
登
る
こ
と
が
で

き
る
旭
又
コ
ー
ス
の
早
期
復
旧
が
望
ま

れ
る
が
、
野
田
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
、

登
山
者
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た
こ
と
は

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

と
り
わ
け
野
田
コ
ー
ス
は
三
吉
神
社

奥
宮
へ
の
表
参
道
で
あ
る
。
七
月
二
十

七
日
に
は
御
神
体
の
遷
御
が
行
わ
れ
て

い
る
。「
信
仰
の
山
」
を
体
験
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
コ
ー
ス
を
登
る
べ
き
で

あ
る
。
と
、
偉
そ
う
な
こ
と
を
書
い
て

し
ま
っ
た
が
、
私
が
野

田
コ
ー
ス
を
登
っ
た

の
は
十
一
年
ぶ
り
だ

っ
た
。
裏
道
ば
か
り
を

歩
い
て
い
た
…
。 

久
し
ぶ
り
に
「
不
動

滝
」
を
見
た
が
、
訪
れ

る
人
は
少
な
く
な
っ

て
も
滝
の
流
れ
は
以

前
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
の
だ
ろ
う
な
あ

と
感
じ
入
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

後
日
、
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
々

木
民
秀
顧
問
の
出
席
も
あ
り
、
他
の
山

岳
会
会
員
と
も
様
々
な
情
報
交
換
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

本本
年年
度度
第第
一一
回回
支支
部部
連連
絡絡
会会
議議  
 
 
 
 
 
 
 

小小  

松松  

芳芳  

美美  

五
月
三
十
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
、
本
部
か
ら
橋
本
会
長
以
下
役
員
、

各
支
部
か
ら
支
部
長
、
事
務
局
長
ら
が

参
加
し
た
。
協
議
結
果
は
次
の
通
り
。 

▽
入
会
申
し
込
み
が
ネ
ッ
ト
等
で
も

可
能
に
（
七
月
か
ら
）
＝
各
支
部
で
は

入
会
者
と
連
絡
を
と
り
紹
介
者
の
氏

名
・
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
教
示
。
入
会
希

望
者
は
ネ
ッ
ト
な
ど
に
入
力
し
申
し
込

む
。
支
部
の
紹
介
者
に
ネ
ッ
ト
で
入
会

申
し
込
み
結
果
の
連
絡
が
入
る
。
紹
介

者
の
印
鑑
は
不
要
と
な
る
（
従
来
の
紙

で
の
申
し
込
み
も
併
用
）。 

▽
会
報
「
山
」
電
子
版
の
推
進
＝
経

費
削
減
等
か
ら
電
子
版
の
利
用
を
推
進

す
る
方
針
で
あ
り
、
支
部
員
へ
周
知
す

る
と
と
も
に
、
希
望
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
紙
も
併
用
予
定
で
あ
る
。

紙
の
希
望
者
か
ら
は
郵
送
代
を
い
た
だ

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。 

▽
山
岳
環
境
基
本
法
の
成
立
に
向
け

て
＝
環
境
省
、
林
野
庁
、
国
交
省
な
ど

が
関
連
し
、
議
員
立
法
で
成
立
を
目
指

す
。
山
岳
環
境
の
課
題
と
解
決
方
法
等

の
勉
強
会
を
開
催
中
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
役
割

も
大
き
く
、
支
部
の
皆
様
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

▽
全
国
支
部
懇
談
会
の
開
催
に
向
け

て
＝
関
東
圏
で
の
開
催
が
多
く
、
今
後

は
東
北
・
北
陸
・
中
国
・
九
州
の
支
部

で
の
開
催
を
目
指
し
た
い
の
で
開
催
に

手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

▽
支
部
連
絡
会
開
催
時
期
＝
三
カ
月

に
一
回
の
開
催
を
目
指
す
。 

 

▽
支
部
行
事
へ
の
本
会
理
事
等
の
派

遣
要
請
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
式
が
あ

る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

      
 
 
 
 
 
 
 

  

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
（
佐
々
木
民

秀
会
長
）
は
六
月
八
日
、
三
吉
神
社
斎

館
で
総
会
を
開
き
、
令
和
五
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、

令
和
六
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予

算
案
な
ど
を
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
た
。 

議
案
で
は
、
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

へ
の
負
担
金
が
年
額
一
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
諸
般
の
事
情
に

よ
り
同
協
会
か
ら
脱
会
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。 

役
員
改
選
で
は
会
長
に
佐
々
木
民
秀
、

理
事
長
に
工
藤
伸
二
、
会
計
に
石
塚
稔
、

監
事
に
橋
本
隆
之
（
理
事
は
各
団
体
か

ら
十
三
人
）
の
各
氏
が
選
出
さ
れ
た
。 

出出
席席
者者 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

太
平
山
警
備
員
会
か
ら

佐
々
木
民
秀 

佐
藤
博 

中中
央央
地地
区区
山山
岳岳
協協
議議
会会
総総
会会  

  
  
  
  
  
  

小小  

松松  

芳芳  

美美  



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

支支
部部
会会
員員
執執
筆筆
図図
書書
のの
紹紹
介介  

  

分分
県県
登登
山山
ガガ
イイ
ドド
秋秋
田田
県県
のの
山山  

  

第
二
刷 

 
 

佐
々
木
民
秀
著 

Ａ
５
判
百
四
十
四
頁 

山
と
渓
谷
社
、
千
九
百
円
＋
税 

令
和
六
年
二
月
刊 

 大大
江江
氏氏
とと
大大
平平
永永
井井
氏氏
・・
そそ
のの
ルル

ーー
ツツ
をを
辿辿
るる  

 
 

佐
々
木
民
秀
著 

Ｂ
５
判
一
四
二
頁 

非
売
品
、
令
和
六
年
五
月
刊 

 
我我
がが
人人
生生
にに
悔悔
いい
無無
しし 

長
岩 

嘉
悦
著 

Ｂ
５
判
四
二
頁 

 

非
売
品
、
令
和
六
年
六
月
刊 

 

        
   

平
成
十
七
年
に
前
編
集
者
か
ら
引
継

ぎ
、
第
六
十
三
号
か
ら
令
和
六
年
二
月

発
行
の
第
一
二
九
号
ま
で
会
報
の
編
集

を
担
当
し
て
き
た
が
、
一
三
〇
号
編
集

半
ば
の
三
月
下
旬
に
体
調
を
崩
し
、
未

完
の
ま
ま
、
次
期
編
集
者
の
高
橋
雄
悦

委
員
に
引
継
ぎ
を
し
た
。 

平
成
十
七
年
当
時
は
ワ
ー
プ
ロ
で
印

字
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
表
題
は
印
刷
所

で
行
い
、
何
度
も
校
正
す
る
作
業
で
あ

っ
た
。
佐
々
木
民
秀
前
編
集
者
（
当
時

支
部
長
）
の
指
導
を
受
け
、
印
刷
業
者

と
の
対
応
は
支
部
長
で
あ
っ
た
。 

会
報
発
行
の
経
緯
は
、
支
部
設
立
四

十
周
年
記
念
と
し
て
平
成
十
一
年
に
発

行
さ
れ
た
「
会
報
合
本
第
一
号
」
の
「
あ

と
が
き
」
に
、
佐
々
木
民
秀
支
部
長
（
当

時
）
が
、 

「
昭
和
三
十
四
年
支
部
設
立
か
ら
間

も
な
く
、
第
一
号
、
第
二
号
を
保
坂
隆

司
氏
が
発
行
し
た
が
、
国
体
競
技
部
門

で
多
忙
を
極
め
、
発
行
休
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
一
年
二
月
、

当
時
常
務
委
員
の
佐
藤
兼
治
氏
（
四
代

目
支
部
長
）
が
担
当
し
、
久
々
の
第
三

号
、
第
四
号
、
第
五
号
を
発
行
し
た
が
、

支
部
事
務
所
が
横
手
市
に
移
転
、
以
後
、

十
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
支
部
報
の

発
行
が
休
止
し
、
こ
の
間
の
支
部
活
動

や
事
務
報
告
等
の
記
録
が
途
絶
え
て
し

ま
っ
て
い
る
。 

昭
和
五
十
七
年
八
月
、
岡
田
光
行
氏

が
三
代
目
支
部
長
に
就
任
し
、
小
生
（
当

時
常
務
委
員
）
が
会
報
を
担
当
し
、
十

六
年
ぶ
り
に
第
六
号
を
発
行
、
以
来
、

連
続
発
行
し
て
い
る
。」（
一
部
抜
粋
）」

と
あ
る
。 

佐
々
木
民
秀
顧
問
は
第
六
号
か
ら
長

き
に
わ
た
っ
て
編
集
を
担
当
し
て
お
り
、

ご
指
導
を
受
け
、
常
に
校
正
も
お
願
い

し
て
き
た
。
私
は
支
部
活
動
を
出
来
る

だ
け
網
羅
し
て
掲
載
し
、
会
報
だ
け
で

支
部
の
歴
史
が
わ
か
る
よ
う
に
と
努
力

し
て
き
た
。 

会
報
の
表
紙
は
、
第
一
号
作
成
の
保

坂
隆
司
氏
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
霊
峰
太

平
山
の
山
並
み
」
で
あ
り
、
第
六
号
か

ら
の
「
秋
田
山
岳
」
の
題
字
は
岡
田
光

行
氏
（
第
三
代
支
部
長
）
の
書
で
あ
る
。 

先
輩
達
が
思
い
込
め
て
作
成
し
、
発

行
し
て
き
た
「
秋
田
山
岳
」
に
携
わ
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。 歴

史
あ
る
「
秋
田
山
岳
」
の
発
行
が

末
永
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
、
編
集
者

退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

おお
詫詫
びび  

会
報
一
三
〇
号
の
編
集
後

記
中
、「
会
報
は
支
部
の
顔
で
あ
る
」
と

話
さ
れ
て
い
た
の
は
、
佐
々
木
民
秀
顧

問
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。  

秋秋
田田
駒駒
ケケ
岳岳
のの
山山
開開
きき  

六
月
一
日
に
秋
田
、
岩
手
両
県
か
ら

約
百
二
十
人
が
参
加
し
て
記
念
登
山
な

ど
を
行
い
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈

願
し
た
。
八
合
目
で
佐
藤
支
部
長
も
参

加
し
て
神
事
。
南
八
幡
平
山
岳
会
と
雫

石
町
山
岳
協
会
の
関
係
者
ら
が
男
岳
山

頂
で
ピ
ッ
ケ
ル
交
換
を
行
っ
た

。 

参参
加加
者者 

今
野 

昌
雄 

高
橋
吉
一 

鈴
木
加
代
子 

畠
山 

靖 
 

会会  

務務  

報報  

告告  

〇
事
務
局
会
議 

七
月
十
日
、
秋
田
市
泉
コ
ミ
セ
ン
で

郵
送
書
類
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ

た
。
郵
送
し
た
の
は
①
山
の
日
山
行
の

案
内
（
八
月
十
一
日
、
小
白
森
山
・
大

白
森
山
）
②
ゆ
っ
く
り
山
行
の
案
内
（
九

月
二
十
一
日
、
房
住
山
）
③
創
立
六
十

五
周
年
記
念
式
典
の
案
内
（
十
一
月
二

十
三
日
開
催
予
定
、
第
一
報
）
④
６
５

座
ラ
リ
ー
の
途
中
経
過
報
告
書 

出出
席席
者者 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

 
 
 
 
 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

                

編編  

集集  

後後  

記記  
  

 

長
年
編
集
を
担
当
さ
れ
た
鈴
木
裕
子

顧
問
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
本
号

か
ら
会
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
秋
田
支
部
の

活
動
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
正
確
か

つ
充
実
し
た
会
報
を
心
掛
け
て
編
集
作

業
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
高
橋
雄
悦
） 

会会
報報
「「
秋秋
田田
山山
岳岳
」」  

編編
集集
者者
退退
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶  

鈴鈴  

木木  

裕裕  

子子  

  

今今  

野野  

秀秀  

穂穂  

ささ
んん  

№
八
二
二
七
（
山
形
県
天
童
市
） 

二
月
二
十
九
日
逝
去 

（
享
年
九
十
二
歳
） 

高高  

橋橋  

忠忠  

雄雄  

ささ
んん  

№
一
二
〇
〇
三
（
秋
田
市
） 

七
月
十
七
日
逝
去 

（
享
年
九
十
二
歳
） 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

 

訃訃  

報報  
  


